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ⅰ）疾病その他の原因により、状態が変動しやすく、日によって又は時間帯によって、別表の対象者に該当
（例　パーキンソン病の治療薬によるＯＮ・ＯＦＦ現象）
ⅱ）疾病その他の原因により、状態が急速に悪化し、短期間のうちに別表の対象者に該当することが確実に
見込まれる
（例　がん末期の急速な状態悪化）
ⅲ）疾病その他の原因により、身体への重大な危険性又は症状の重篤化の回避等医学的判断から別表の対象
者に該当すると判断できる
（例　ぜんそく発作等による呼吸不全、心疾患よる心不全、嚥下障害による誤嚥性肺炎の回避）

上記のⅰ）からⅲ）までのいずれかに該当する旨が医師の医学的な所見に基づき判断され、サービス
担当者会議等を通じたケアマネジメントにより福祉用具貸与が特に必要である旨が判断されている場
合に、要否を判断します。

4

【×よくある記載が不十分な例】

・主治の医師等から必要と言われたため。

・サービス担当者会議で検討した結果必要と判断したため。

→医師の医学的な所見に基づき判断されたこと及びサービス担当者会議等を通じたケアマネジメント
により福祉用具貸与が特に必要である旨が判断したことが確認できない。
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【○記載のポイント】
①複数品目を貸与する場合、全ての品目について、利用者の身体状況からどのように必要で
あるかが分かるよう記載する。

②「主治の医師等」、「利用しているサービス事業所の担当者」及び「ケアマネジャー」の
それぞれの意見が分かるよう記載する。

③特殊寝台について、通常の寝台ではなく特殊寝台が必要である理由を明確に記載する。
（例）・起き上がりの際、背上げ（ギャッジアップ）が必要である。
　　　・呼吸器疾患等のため、常にギャッジアップしておく必要がある。
　　　・高さ調節をしなければうまく立ち上がることができない。等

④特殊寝台付属品について、どの付属品が必要であるか記載する。
（例）サイドレール、マットレス、手すり又はオーバーテーブル等

⑤特殊寝台付属品の中でも、付加機能のある品目を必要とする理由を明確に記載する。
（例）介助バー、オーバーテーブル、エアマット又は片面ずつで素材の異なるマットレス等
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